
国有林野事業の取組

国
有
林
野
事
業
の

一
般
会
計
へ
の
移
行

　
日
本
の
国
土
の
約
２
割
、
森
林
面
積
の
約

３
割
を
占
め
る
国
有
林
野
は
、
そ
の
多
く
が

奥
地
脊せ

き
り
ょ
う梁
山
地
や
水
源
地
域
に
分
布
し
て

お
り
、
国
土
保
全
や
水
源
涵か

ん

養
、
自
然
環
境

の
保
全
等
、
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す（
図
１
）。

平成25年度
国有林野の管理経営に関する

基本計画の実施状況
　
国
有
林
野
事
業
で
は
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営
の
基
本
方
針
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
あ
ら
か
じ
め
国
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
い
た
上
で「
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に

関
す
る
基
本
計
画
」を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
国
有
林
野
の
管
理
経
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
、
前
年
度
に
お
け
る
管
理
経
営
基
本
計
画
の
実
施
状
況
を
公
表

し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
国
有
林
野
事
業
が
企
業
特
別
会
計
か
ら
一
般
会
計
に
移
行
し
、
初
年
度

と
な
る
平
成
25
年
度
の
実
施
状
況
を
公
表
し
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
そ
の
内
容
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　
国
有
林
野
の
管
理
経
営
を
行
う
国
有
林
野

事
業
に
つ
い
て
は
、「
森
林
・
林
業
基
本
計

画
」（
平
成
23
年
７
月
閣
議
決
定
）等
を
踏
ま

え
、
公
益
重
視
の
管
理
経
営
を
一
層
推
進
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
組
織
・
技
術
力
・
資
源

を
活
用
し
て
、
我
が
国
の
森
林
・
林
業
の
再

生
に
貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
24
年
６
月
に
公
布
さ
れ

た「
国
有
林
野
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の
維

持
増
進
を
図
る
た
め

の
国
有
林
野
の
管
理

経
営
に
関
す
る
法
律

等
の
一
部
を
改
正
す

る
等
の
法
律
」に
基

づ
き
、
平
成
25
年
４

月
１
日
か
ら
、
国
有

林
野
事
業
は
、
企
業

的
運
営
の
特
別
会
計

を
廃
止
し
、
組
織
・

事
業
の
全
て
を
一
般

会
計
に
移
行
し
て
い

ま
す
。

公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
一
層
の
推
進

重
視
す
べ
き
機
能
に
応
じ
た

管
理
経
営
の
推
進

　
平
成
25
年
度
か
ら
一
般
会
計
に
移
行
し
た

国
有
林
野
事
業
で
は
、
公
益
重
視
の
管
理
経

営
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
重
視
す
べ

き
機
能
に
応
じ
て
、
新
た
な
五
つ
の
機
能
類

型
区
分
と
し
、
い
わ
ゆ
る
公
益
林
と
し
て
適

切
か
つ
効
率
的
な
管
理
経
営
を
行
っ
て
い
ま

す（
図
２
）。

　

国
有
林
野
の
機
能
類
型
区
分
に
基
づ
き
、

「
山
地
災
害
防
止
タ
イ
プ
」で
は
、
土
砂
崩

れ
、
土
砂
の
流
出
等
の
山
地
災
害
や
、
飛

砂
、
潮
害
等
の
気
象
災
害
を
防
ぐ
た
め
、
針

広
混
交
林
化
等
を
行
い
、「
自
然
維
持
タ
イ

プ
」で
は
、
特
に
原
生
的
な
森
林
生
態
系
や
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新たな機能類型区分図２

　

一
般
会
計
へ
の
移
行
と
併
せ
て「
国
有
林

野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
基
本
計
画
」を
変

更
し
、
民
有
林
施
策
と
の
一
体
的
な
推
進
を

図
り
つ
つ
、
公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
一
層

の
推
進
、
森
林
・
林
業
の
再
生
へ
の
貢
献
、

「
国
民
の
森も

り林
」と
し
て
の
管
理
経
営
等
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

国有林の分布図図１

14



希
少
な
生
物
が
生
育
・
生
息
す
る
な
ど
、
厳

格
な
保
全
・
管
理
が
必
要
な
森
林
を
対
象

に
保
護
林
の
設
定
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、

「
水
源
涵か

ん
養
タ
イ
プ
」で
は
、
渇
水
や
洪
水
の

緩
和
等
を
目
的
と
し
て
、
長
伐
期
施
業
や
、

育
成
複
層
林
へ
導
く
た
め
の
施
業
、
針
広
混

交
林
化
等
を
行
う
な
ど
、
機
能
類
型
区
分
ご

と
の
管
理
経
営
の
考
え
方
に
即
し
た
森
林
施

業
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
機
能
類
型
区
分
に
応
じ
た
適
切

な
施
業
の
結
果
得
ら
れ
た
木
材
を
計
画
的
に

供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
木
材
等
生
産
機
能

も
発
揮
し
て
い
ま
す（
写
真
１
）。

熊本南部森林管理署　帯状に伐採した複層林施業地の様子
写真１

路
網
の
整
備

　
森
林
の
適
切
な
整
備
・
保
全
や
、
木
材
を

効
率
的
に
供
給
す
る
た
め
路
網
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
路
網
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
地
形
に
沿

っ
た
路
網
線
形
と
し
、
現
地
で
発
生
す
る
木

材
や
土
石
を
活
用
す
る
な
ど
コ
ス
ト
縮
減
等

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
取

組
に
つ
い
て
、
現
地
検
討
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
民
有
林
へ
の
普
及
も
進
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
国
有
林
と
民
有
林
が
近
接
す
る

地
域
で
は
、
民
有
林
と
国
有
林
が
一
体
と
な

っ
た
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
路
網
整
備
を
推

進
し
て
い
ま
す（
写
真
２
）。

治
山
事
業
の
実
施

　
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
治
山
事
業
に
よ
り
荒
廃
地

の
復
旧
整
備
や
保
安
林
の
整
備
を
計
画
的
に

進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
７
月
に
発
生
し
た「
山
口
・
島

根
豪
雨
災
害
」に
お
い
て
、
近
畿
中
国
森
林

管
理
局
か
ら
治
山
技
術
を
有
す
る
職
員
を
現

地
に
派
遣
し
、
民
有
林
の
災
害
発
生
状
況
の

調
査
に
協
力
す
る
な
ど
、
地
域
の
安
全
・
安

心
の
確
保
に
向
け
た
迅
速
な
対
応
を
行
い
ま

し
た（
写
真
３
）。

森
林
・
林
業
再
生
に
向
け
た
貢
献

　
民
有
林
関
係
者
等
と
連
携
を
図
り
、
森
林

の
多
面
的
機
能
の
発
揮
を
基
本
と
し
つ
つ
、

森
林
・
林
業
の
再
生
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
有
林
野
事

業
の
組
織
・
技
術
力
・
資
源
を
活
用
し
た
民

有
林
経
営
へ
の
支
援
等
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
取
組
を
行
い

ま
し
た
。

・
路
網
と
高
性
能
林
業
機
械
と
を
組
み
合
わ

せ
た
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
間
伐
や
、
コ

ン
テ
ナ
苗
を
活
用
し
、
伐
採
か
ら
造
林
ま

で
を
一
体
的
に
行
う「
一
貫
作
業
シ
ス
テ

ム
」な
ど
、
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な
作
業

シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
検
証
を
実
施
し
ま
し

た
。

・
林
業
事
業
体
の
創
意
工
夫
を
促
進
し
、
施

業
提
案
や
集
約
化
の
能
力
向
上
等
を
支
援

す
る
た
め
、
総
合
評
価
落
札
方
式
や
複
数

年
契
約
等
の
活
用
等
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

・
民
有
林
所
有
者
等
と
森
林
管
理
署
等
と
の

間
で
協
定
を
締
結
し
て
、
双
方
が
連
携
し

て
森
林
整
備
を
進
め
る「
森
林
共
同
施
業

団
地
」を
設
定
し
、
相
互
利
用
で
き
る
路

網
の
整
備
等
、
よ
り
効
率
的
な
森
林
整
備

を
実
施
し
ま
し
た
。

・
専
門
的
か
つ
高
度
な
技
術
・
知
識
等
を
も

つ
技
術
者
を
育
成
し
、
地
域
に
お
け
る
林

業
関
係
者
の
連
携
促
進
や「
市
町
村
森
林

九州森林管理局　森林作業道づくりの現地検討会

写真２

山口森林管理事務所　派遣職員による現地調査

写真３
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森
林
環
境
教
育
や
森
林
と
の

ふ
れ
あ
い
な
ど
の
推
進

　
森
林
環
境
教
育
や
森も

り林
づ
く
り
の
実
践
の

場
と
し
て
国
有
林
野
が
利
用
さ
れ
る
よ
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備
や
フ
ィ
ー
ル
ド
提
供

等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
校

等
と
協
定
を
結
び
、
子
ど
も
た
ち
に
様
々
な

自
然
体
験
や
自
然
学
習
を
進
め
て
い
た
だ
く

「
遊ゆ

う
ゆ
う々

の
森
」や
、
森も

り林
づ
く
り
を
行
い
た
い

と
い
う
要
望
に
応
え
て
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供

す
る「
ふ
れ
あ
い
の
森
」等
の
設
定
を
進
め
る

と
と
も
に
、
講
師
派
遣
等
に
よ
る
活
動
の
支

援
を
行
い
ま
し
た（
写
真
５
）。

三陸中部森林管理署　
遊々(ゆうゆう)の森での地元中学生の林業体験

写真５

収
・
貯
蔵
を
進
め
る
た
め
間
伐
を
推
進
し
、

平
成
25
年
度
は
約
12
．
１
万
ha
の
間
伐
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
間
伐
材
等
の
有
効
活
用
を
進
め
る

た
め
、
間
伐
材
等
を
積
極
的
に
搬
出
・
供
給

す
る
と
と
も
に
、
庁
舎
や
治
山
施
設
等
に
お

け
る
木
材
利
用
に
率
先
し
て
取
り
組
み
ま
し

た（
写
真
６
）（
写
真
７
）。

茨城森林管理署　
高性能林業機械を活用した間伐作業

写真６
中部森林管理局　
治山事業における国産材型枠用合板の活用

写真７

生
物
多
様
性
の
保
全

　
国
有
林
野
に
は
、
原
生
的
な
天
然
林
か
ら

人
工
林
、
湿
原
な
ど
多
様
な
自
然
環
境
が
あ

り
、
希
少
種
を
含
む
様
々
な
生
物
の
生
育
・

生
息
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、「
保
護
林
」や「
緑
の
回
廊
」の

設
定
、
渓
流
等
と
一
体
と
な
っ
た
森
林
の
連

続
性
の
確
保
、
適
切
な
森
林
施
業
の
実
施
に

よ
る
林
分
構
造
の
多
様
性
の
確
保
な
ど
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら
推
進
し
、
生
物

多
様
性
の
保
全
と
持
続
的
な
利
用
の
推
進
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た（
写
真
８
）。

中
部
森
林
管
理
局
　
保
存
・
復
元
を
図
る
温
帯
性
針
葉
樹
林

写真８

政
策
課
題
へ
の
率
先
し
た
取
組

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推
進

　
森
林
の
健
全
性
を
保
つ
と
と
も
に
、
地
球

温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
の
吸

鳥
獣
被
害
の
防
除

　
近
年
、
シ
カ
に
よ
る
森
林
植
生
へ
の
食
害

や
ク
マ
に
よ
る
樹
木
の
剥は

く
ひ皮
な
ど
、
鳥
獣
に

よ
る
地
域
の
森
林
植
生
や
農
林
産
物
等
の
被

害
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
ま
た
、
希
少
な
高

山
植
物
な
ど
他
の
生
物
へ
の
脅
威
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

整
備
計
画
」の
策
定
の
支
援
等
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

・
研
究
機
関
や
大
学
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

初
期
成
長
に
特
に
優
れ
た
エ
リ
ー
ト
ツ
リ

ー
の
導
入
等
、
林
業
の
低
コ
ス
ト
化
等
に

向
け
た
技
術
開
発
や
事
業
レ
ベ
ル
で
の
試

行
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
組
に
つ
い
て
民
有
林

に
お
け
る
普
及
・
定
着
を
図
る
た
め
、
地
域

関
係
者
や
林
業
事
業
体
へ
の
現
地
検
討
会
を

開
催
し
ま
し
た（
写
真
４
）（
図
３
）。

森林共同施業団地の設定状況図３
茨城森林管理署　
現地検討会でのコンテナ苗の植栽の様子

写真４
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国
有
林
野
と
民
有
林
野
の

一
体
的
な
整
備
及
び
保
全

　

間
伐
等
の
森
林
整
備
や
外
来
種
駆
除
を
、

国
有
林
及
び
こ
れ
に
隣
接
・
介
在
す
る
民
有

林
野
に
お
い
て
、
国
有
林
野
事
業
に
よ
り
一

体
的
に
実
施
す
る「
公
益
的
機
能
維
持
増
進

協
定
制
度
」が
、
平
成
24
年
の
森
林
法
改
正

に
よ
り
、
新
た
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
に
は
、
５
つ
の
地
域
に
お
い

て
、
森
林
管
理
局
と
民
有
林
所
有
者
等
が
協

定
を
締
結
し
、
今
後
こ
の
協
定
に
基
づ
き
国

有
林
と
民
有
林
の
一
体
的
な
施
業
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

林
産
物
の
持
続
的
か
つ

計
画
的
な
供
給

　
木
材
な
ど
の
林
産
物
に
つ
い
て
は
、
機
能

類
型
区
分
に
応
じ
た
施
業
の
下
、
持
続
的
か

つ
計
画
的
に
供
給
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
木

材
の
需
要
拡
大
や
新
規
需
要
開
拓
に
取
り
組

む
事
業
者
へ
の
国
有
林
材
の
直
送
等
、
川
下

と
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
に
お
け
る
安
定

的
な
供
給
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
有
林
か
ら
の
木
材
の
供
給
に
当

た
っ
て
は
、
価
格
急
変
時
の
調
整
機
能
を
発

揮
す
る
た
め
、
民
有
林
や
木
材
の
加
工
・
流

通
関
係
者
、
有
識
者
等
か
ら
な
る「
国
有
林

材
供
給
調
整
検
討
委
員
会
」を
新
た
に
設
置

し
、
地
域
の
木
材
価
格
や
需
要
動
向
の
把
握

大分西部森林管理署　木質バイオマス燃料用に供給した間伐材
写真10

に
努
め
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
に
は
、
委
員

会
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
原
木
の
不
足
が

見
ら
れ
る
北
海
道
、
近
畿
中
国
、
九
州
の
各

森
林
管
理
局
の
管
内
に
お
い
て
、
追
加
供
給

等
を
行
い
ま
し
た（
写
真
10
）。

写真11
東北森林管理局　生育基盤の造成が完了した海岸防災林

写真９
網走南部森林管理署　囲いわなに誘引されるシカの様子

効
率
的
な
事
業
の
実
施

　
伐
採
、
造
林
等
の
事
業
の
民
間
委
託
や
情

報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
等
に
よ
り
、
効
率
的
な

事
業
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
計
画
的
な
収
穫
量
の
確
保
や
施
業

の
低
コ
ス
ト
化
等
に
取
り
組
み
、
平
成
25
年

度
は
62
億
円
の
債
務
返
済
を
行
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
へ
の
貢
献

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
つ

い
て
は
、
地
域
に
密
着
し
た
国
の
出
先
機
関

と
し
て
、
地
域
の
期
待
に
応
え
る
取
組
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　
被
災
し
た
海
岸
防
災
林
の
復
旧
・
再
生
に

つ
い
て
は
、
国
有
林
と
と
も
に
県
か
ら
要
請

の
あ
っ
た
民
有
林
に
つ
い
て
、
国
有
林
野
事

業
で
一
体
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
25

年
度
ま
で
に
延
長
約
42
㎞
に
着
手
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
工
事
に
当
た
っ
て
は
、
環
境
調

査
を
実
施
す
る
な
ど
生
物
多
様
性
の
保
全
に

も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、
生

活
圏
周
辺
の
国
有
林
野
の
除
染
や
福
島
県
内

の
国
有
林
野
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
除
染
に

関
す
る
知
見
の
集
積
や
技
術
開
発
の
た
め
の

実
証
事
業
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す（
写

真
11
）。

　
各
森
林
管
理
局
で

は
、
シ
カ
や
ク
マ
な

ど
野
生
鳥
獣
と
の
共

生
を
可
能
と
す
る
地

域
づ
く
り
に
向
け
、

地
方
自
治
体
や
地

域
住
民
、
学
識
経
験

者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連

携
し
、
生
息
環
境
整

備
や
個
体
数
管
理
な

ど
、
地
域
の
特
性
に

応
じ
た
有
効
な
手
段

を
組
み
合
わ
せ
た
対

策
を
推
進
し
ま
し
た

（
写
真
９
）。
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